
学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period月／Mon 5

2016/04/06～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修, 選択／required, elective 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0581003020160581003078

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●初年次セミナー(保健学科)／First-year Seminar

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

宮原　春美／Miyahara Harumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

宮原　春美／Miyahara Harumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

宮原　春美／Miyahara Harumi

教養ゼミナール科目, 統合科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 講義, 演習／Lecture,
Seminar対象年次／Year

[保]107ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ室教室／Class room
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科　１年次生　および　教養セミナー・教養ゼミナー
ル単位未修得者対象学生（クラス等）  /Object Student

spring@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

保健学科4階　　（セミナーは保健学科107ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ室で行います）担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテ
ーマについて共同で学習する。同じ場で互いに学び、互いを学び、互いから学ぶとともに相互理解
を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し、知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して、問題抽出・解決能力や情報収集、ディスカッション、プレ
ゼンテーション、レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し、　リーダーシップ、フォロワーシップを発揮できる
。
６）　医療関係諸職種の役割、機能について理解する。

授業到達目標/Goal

ある課題に関し、医学・歯学・薬学の混成メンバーによるグループワークを行い、最終的にプレゼ
ンテーション、レポート作成をおこなう。
フィールドワークも含め、文教あるいは坂本キャンパスを中心に授業を行う。

授業方法（学習指導法）/Method

授業を通じて、
初年次セミナーガイダンス
資料収集ガイダンス(図書館利用ガイダンス）
グループワーク（立案・情報収取等）
グループディスカッション
発表会にてプレゼンテーション
レポート作成
等を行う。

授業内容/Class outline/Con

多職種連携、生命、健康、医療、福祉、介護、地域包括ケアキーワード/Key word

各クラス担当教員の指示による。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

初年次セミナーへの取り組み方、授業への参加度、発表、提出された学習資料により総合的に評価
する。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら、科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period月／Mon 5

2016/04/06～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修, 選択／required, elective 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0581003020160581003079

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●初年次セミナー(保健学科)／First-year Seminar

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

楠葉　洋子／Kusuba Youko

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

楠葉　洋子／Kusuba Youko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

楠葉　洋子／Kusuba Youko

教養ゼミナール科目, 統合科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 講義, 演習／Lecture,
Seminar対象年次／Year

[保]202ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ室教室／Class room
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科　１年次生　および　教養セミナー・教養ゼミナー
ル単位未修得者対象学生（クラス等）  /Object Student

kusubay@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

保健学科２階担当教員研究室/Laboratory

095-819-7936担当教員TEL/Tel

随時（できるだけ事前に連絡すること）担当教員オフィスアワー/Office hours
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテ
ーマについて共同で学習する。同じ場で互いに学び、互いを学び、互いから学ぶとともに相互理解
を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し、知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して、問題抽出・解決能力や情報収集、ディスカッション、プレ
ゼンテーション、レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し、　リーダーシップ、フォロワーシップを発揮できる
。
６）　医療関係諸職種の役割、機能について理解する。

授業到達目標/Goal

ある課題に関し、医学・歯学・薬学の混成メンバーによるグループワークを行い、最終的にプレゼ
ンテーション、レポート作成をおこなう。
フィールドワークも含め、文教あるいは坂本キャンパスを中心に授業を行う。

授業方法（学習指導法）/Method

授業を通じて、
初年次セミナーガイダンス
資料収集ガイダンス(図書館利用ガイダンス）
グループワーク（立案・情報収取等）
グループディスカッション
発表会にてプレゼンテーション
レポート作成
等を行う。

授業内容/Class outline/Con

多職種連携、生命、健康、医療、福祉、介護、地域包括ケアキーワード/Key word

各クラス担当教員の指示による。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

初年次セミナーへの取り組み方、授業への参加度、発表、提出された学習資料により総合的に評価
する。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

教室：保健学科202チュートリアル室備考（URL）/Remarks(URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら、科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period火／Tue 5

2016/04/06～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修, 選択／required, elective 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0581003020160581003080

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●初年次セミナー(保健学科)／First-year Seminar

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

永田　明／Nagata Akira

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

永田　明／Nagata Akira

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

永田　明／Nagata Akira

教養ゼミナール科目, 統合科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 講義, 演習／Lecture,
Seminar対象年次／Year

[保]104ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ室教室／Class room
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科　１年次生　および　教養セミナー・教養ゼミナー
ル単位未修得者対象学生（クラス等）  /Object Student

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテ
ーマについて共同で学習する。同じ場で互いに学び、互いを学び、互いから学ぶとともに相互理解
を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し、知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して、問題抽出・解決能力や情報収集、ディスカッション、プレ
ゼンテーション、レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し、　リーダーシップ、フォロワーシップを発揮できる
。
６）　医療関係諸職種の役割、機能について理解する。

授業到達目標/Goal

ある課題に関し、医学・歯学・薬学の混成メンバーによるグループワークを行い、最終的にプレゼ
ンテーション、レポート作成をおこなう。
フィールドワークも含め、文教あるいは坂本キャンパスを中心に授業を行う。

授業方法（学習指導法）/Method

授業を通じて、
初年次セミナーガイダンス
資料収集ガイダンス(図書館利用ガイダンス）
グループワーク（立案・情報収取等）
グループディスカッション
発表会にてプレゼンテーション
レポート作成
等を行う。

授業内容/Class outline/Con

多職種連携、生命、健康、医療、福祉、介護、地域包括ケアキーワード/Key word

各クラス担当教員の指示による。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

初年次セミナーへの取り組み方、授業への参加度、発表、提出された学習資料により総合的に評価
する。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら、科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period月／Mon 5

2016/04/06～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修, 選択／required, elective 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0581003020160581003081

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●初年次セミナー(保健学科)／First-year Seminar

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

森藤　香奈子／Morifuji Kanako

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

森藤　香奈子／Morifuji Kanako

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

森藤　香奈子／Morifuji Kanako

教養ゼミナール科目, 統合科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 講義, 演習／Lecture,
Seminar対象年次／Year

[保]104ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ室教室／Class room
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科　１年次生　および　教養セミナー・教養ゼミナー
ル単位未修得者対象学生（クラス等）  /Object Student

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテ
ーマについて共同で学習する。同じ場で互いに学び、互いを学び、互いから学ぶとともに相互理解
を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し、知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して、問題抽出・解決能力や情報収集、ディスカッション、プレ
ゼンテーション、レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し、　リーダーシップ、フォロワーシップを発揮できる
。
６）　医療関係諸職種の役割、機能について理解する。

授業到達目標/Goal

ある課題に関し、医学・歯学・薬学の混成メンバーによるグループワークを行い、最終的にプレゼ
ンテーション、レポート作成をおこなう。
フィールドワークも含め、文教あるいは坂本キャンパスを中心に授業を行う。

授業方法（学習指導法）/Method

授業を通じて、
初年次セミナーガイダンス
資料収集ガイダンス(図書館利用ガイダンス）
グループワーク（立案・情報収取等）
グループディスカッション
発表会にてプレゼンテーション
レポート作成
等を行う。

授業内容/Class outline/Con

多職種連携、生命、健康、医療、福祉、介護、地域包括ケアキーワード/Key word

各クラス担当教員の指示による。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

初年次セミナーへの取り組み方、授業への参加度、発表、提出された学習資料により総合的に評価
する。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら、科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period月／Mon 5

2016/04/06～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修, 選択／required, elective 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0581003020160581003082

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●初年次セミナー(保健学科)／First-year Seminar

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

本多　直子／Honda Naoko

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

本多　直子／Honda Naoko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

本多　直子／Honda Naoko

教養ゼミナール科目, 統合科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 講義, 演習／Lecture,
Seminar対象年次／Year

[保]105ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ室教室／Class room
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科　１年次生　および　教養セミナー・教養ゼミナー
ル単位未修得者対象学生（クラス等）  /Object Student

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテ
ーマについて共同で学習する。同じ場で互いに学び、互いを学び、互いから学ぶとともに相互理解
を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し、知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して、問題抽出・解決能力や情報収集、ディスカッション、プレ
ゼンテーション、レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し、　リーダーシップ、フォロワーシップを発揮できる
。
６）　医療関係諸職種の役割、機能について理解する。

授業到達目標/Goal

ある課題に関し、医学・歯学・薬学の混成メンバーによるグループワークを行い、最終的にプレゼ
ンテーション、レポート作成をおこなう。
フィールドワークも含め、文教あるいは坂本キャンパスを中心に授業を行う。

授業方法（学習指導法）/Method

授業を通じて、
初年次セミナーガイダンス
資料収集ガイダンス(図書館利用ガイダンス）
グループワーク（立案・情報収取等）
グループディスカッション
発表会にてプレゼンテーション
レポート作成
等を行う。

授業内容/Class outline/Con

多職種連携、生命、健康、医療、福祉、介護、地域包括ケアキーワード/Key word

各クラス担当教員の指示による。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

初年次セミナーへの取り組み方、授業への参加度、発表、提出された学習資料により総合的に評価
する。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら、科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period火／Tue 5

2016/04/06～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修, 選択／required, elective 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0581003020160581003083

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●初年次セミナー(保健学科)／First-year Seminar

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

田中　準一／Junichi TANAKA

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

田中　準一／Junichi TANAKA

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

田中　準一／Junichi TANAKA

教養ゼミナール科目, 統合科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 講義, 演習／Lecture,
Seminar対象年次／Year

[保]107ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ室教室／Class room
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科　１年次生　および　教養セミナー・教養ゼミナー
ル単位未修得者対象学生（クラス等）  /Object Student

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテ
ーマについて共同で学習する。同じ場で互いに学び、互いを学び、互いから学ぶとともに相互理解
を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し、知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して、問題抽出・解決能力や情報収集、ディスカッション、プレ
ゼンテーション、レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し、　リーダーシップ、フォロワーシップを発揮できる
。
６）　医療関係諸職種の役割、機能について理解する。

授業到達目標/Goal

ある課題に関し、医学・歯学・薬学の混成メンバーによるグループワークを行い、最終的にプレゼ
ンテーション、レポート作成をおこなう。
フィールドワークも含め、文教あるいは坂本キャンパスを中心に授業を行う。

授業方法（学習指導法）/Method

授業を通じて、
初年次セミナーガイダンス
資料収集ガイダンス(図書館利用ガイダンス）
グループワーク（立案・情報収取等）
グループディスカッション
発表会にてプレゼンテーション
レポート作成
等を行う。

授業内容/Class outline/Con

多職種連携、生命、健康、医療、福祉、介護、地域包括ケアキーワード/Key word

各クラス担当教員の指示による。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

初年次セミナーへの取り組み方、授業への参加度、発表、提出された学習資料により総合的に評価
する。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら、科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period火／Tue 5

2016/04/06～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修, 選択／required, elective 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0581003020160581003084

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●初年次セミナー(保健学科)／First-year Seminar

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

神津　玲／Kozu Ryo

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

神津　玲／Kozu Ryo

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

神津　玲／Kozu Ryo

教養ゼミナール科目, 統合科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 講義, 演習／Lecture,
Seminar対象年次／Year

[保]106ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ室教室／Class room
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科　１年次生　および　教養セミナー・教養ゼミナー
ル単位未修得者対象学生（クラス等）  /Object Student

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテ
ーマについて共同で学習する。同じ場で互いに学び、互いを学び、互いから学ぶとともに相互理解
を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し、知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して、問題抽出・解決能力や情報収集、ディスカッション、プレ
ゼンテーション、レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し、　リーダーシップ、フォロワーシップを発揮できる
。
６）　医療関係諸職種の役割、機能について理解する。

授業到達目標/Goal

ある課題に関し、医学・歯学・薬学の混成メンバーによるグループワークを行い、最終的にプレゼ
ンテーション、レポート作成をおこなう。
フィールドワークも含め、文教あるいは坂本キャンパスを中心に授業を行う。

授業方法（学習指導法）/Method

授業を通じて、
初年次セミナーガイダンス
資料収集ガイダンス(図書館利用ガイダンス）
グループワーク（立案・情報収取等）
グループディスカッション
発表会にてプレゼンテーション
レポート作成
等を行う。

授業内容/Class outline/Con

多職種連携、生命、健康、医療、福祉、介護、地域包括ケアキーワード/Key word

各クラス担当教員の指示による。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

初年次セミナーへの取り組み方、授業への参加度、発表、提出された学習資料により総合的に評価
する。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら、科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period火／Tue 5

2016/04/06～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修, 選択／required, elective 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0581003020160581003085

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●初年次セミナー(保健学科)／First-year Seminar

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

中垣内　真樹／Nakagaiti Masaki

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

中垣内　真樹／Nakagaiti Masaki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

中垣内　真樹／Nakagaiti Masaki

教養ゼミナール科目, 統合科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 講義, 演習／Lecture,
Seminar対象年次／Year

[保]202ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ室教室／Class room
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科　１年次生　および　教養セミナー・教養ゼミナー
ル単位未修得者対象学生（クラス等）  /Object Student

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテ
ーマについて共同で学習する。同じ場で互いに学び、互いを学び、互いから学ぶとともに相互理解
を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し、知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して、問題抽出・解決能力や情報収集、ディスカッション、プレ
ゼンテーション、レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し、　リーダーシップ、フォロワーシップを発揮できる
。
６）　医療関係諸職種の役割、機能について理解する。

授業到達目標/Goal

ある課題に関し、医学・歯学・薬学の混成メンバーによるグループワークを行い、最終的にプレゼ
ンテーション、レポート作成をおこなう。
フィールドワークも含め、文教あるいは坂本キャンパスを中心に授業を行う。

授業方法（学習指導法）/Method

授業を通じて、
初年次セミナーガイダンス
資料収集ガイダンス(図書館利用ガイダンス）
グループワーク（立案・情報収取等）
グループディスカッション
発表会にてプレゼンテーション
レポート作成
等を行う。

授業内容/Class outline/Con

多職種連携、生命、健康、医療、福祉、介護、地域包括ケアキーワード/Key word

各クラス担当教員の指示による。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

初年次セミナーへの取り組み方、授業への参加度、発表、提出された学習資料により総合的に評価
する。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら、科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period火／Tue 5

2016/04/06～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修, 選択／required, elective 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0581003020160581003086

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●初年次セミナー(保健学科)／First-year Seminar

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

東嶋　美佐子／Higashijima Misako

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

東嶋　美佐子／Higashijima Misako

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

東嶋　美佐子／Higashijima Misako

教養ゼミナール科目, 統合科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 講義, 演習／Lecture,
Seminar対象年次／Year

[保]105ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ室教室／Class room
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科　１年次生　および　教養セミナー・教養ゼミナー
ル単位未修得者対象学生（クラス等）  /Object Student

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours
医学科・保健学科・歯学科・薬学科・薬科学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテ
ーマについて共同で学習する。同じ場で互いに学び、互いを学び、互いから学ぶとともに相互理解
を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し、知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して、問題抽出・解決能力や情報収集、ディスカッション、プレ
ゼンテーション、レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し、　リーダーシップ、フォロワーシップを発揮できる
。
６）　医療関係諸職種の役割、機能について理解する。

授業到達目標/Goal

ある課題に関し、医学・歯学・薬学の混成メンバーによるグループワークを行い、最終的にプレゼ
ンテーション、レポート作成をおこなう。
フィールドワークも含め、文教あるいは坂本キャンパスを中心に授業を行う。

授業方法（学習指導法）/Method

授業を通じて、
初年次セミナーガイダンス
資料収集ガイダンス(図書館利用ガイダンス）
グループワーク（立案・情報収取等）
グループディスカッション
発表会にてプレゼンテーション
レポート作成
等を行う。

授業内容/Class outline/Con

多職種連携、生命、健康、医療、福祉、介護、地域包括ケアキーワード/Key word

各クラス担当教員の指示による。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

初年次セミナーへの取り組み方、授業への参加度、発表、提出された学習資料により総合的に評価
する。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility
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